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共創ネットワーク

　学習指導要領とは、全国どの地域でも一定水準の教

育が受けられるようにするために、学校教育法などに

基づいて、各学校の教育課程を編成するときの基準と

して定めたものです。今回、学習指導要領が 10 年ぶり

に改訂され、小学校では平成 32 年度から、中学校では

平成 33 年度から新学習指導要領が全面実施されるこ

とになりました。

　今回の改訂によって、言語能力の確実な育成、理数教

育の充実、伝統や文化に関する教育の充実、体験活動の

充実、外国語教育の充実などが図られています。

　まず、理数教育の充実として挙げられている、小学校

算数科、中学校数学科における学習指導要領の改訂に

ついて取り上げていきます。

　新学習指導要領では、小学校算数科、中学校数学科の

目標が「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、

「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱で示されてお

り、実社会との関わりを意識した数学的活動の充実が

図られています。数学的活動とは、事象を数理的にとら

えて算数や数学の問題を見つけ、問題を 1 人で解決し

たり、複数人で協力して解決したりすることです。旧小

学校学習指導要領算数編では「算数的活動」と記載され

ていましたが、数学的活動は、小学校においても中学校

や高等学校と同じように必要な活動であるため、今回

の改訂で「算数的活動」が「数学的活動」に改められまし

た。「数学的活動」とすることによって、数学的な問題発

見や問題解決の過程におけるさまざまな場面と、そこ

で必要な「数学的な見方・考え方」に焦点をあて、算数

科における児童の活動の充実を図っています。

指導事項のそれぞれのまとまりについても領域の構成

が変更になりました。小学校算数科では、これまでは

「Ａ数と計算」、「Ｂ量と測定」、「Ｃ図形」、「Ｄ数量関

係」の４領域で構成されていました。今回の改訂によっ

て、第１学年から第３学年までは、「Ａ数と計算」、「Ｂ

図形」、「Ｃ測定」、「Ｄデータの活用」の４領域、第４

学年から第６学年までは、「Ａ数と計算」、「Ｂ図形」、「Ｃ

変化と関係」、「Ｄデータの活用」の４領域となりまし

た。中学校数学科では、これまでは「Ａ数と式」、「Ｂ

図形」、「Ｃ関数」、「Ｄ資料の活用」の４領域で構成さ

れていました。今回の改訂によって、「Ａ数と式」、「Ｂ

図形」、「Ｃ関数」、「Ｄデータの活用」の４領域となり

ました。領域の構成の変更で、小学校算数科で新設、

中学校数学科で名称変更となったのは「データの活用」

です。現代社会では、必要なデータを集めて傾向を分

析し、課題を解決したり意思決定したりすることが求

められており、そのような力を育成するために統計教

育の改善や充実が図られました。

　次に、小学校算数科、中学校数学科の教育課程がど

のように変わるかについて取り上げていきます。

（１）小学校算数科

　基礎的な知識や技能の習得や思考力、判断力、表現

力などの育成のために、内容の追加や指導時期の変更

があります。

①グラフやデータの考察

　第３学年、第４学年、第５学年、第６学年で内容の

追加があります。第３学年では最小目盛りが２、５な

どの棒グラフや複数の棒グラフを組み合わせたグラ

フ、第４学年では複数系列のグラフや組み合わせたグ

ラフ、第５学年では複数の帯グラフを比べること、第

６学年では代表値 ( 平均値、中央値、最頻値 ) が新た

に扱われるようになります。第３学年から第５学年ま

でのグラフの学習内容の充実によって、身のまわりの

さまざまな事象についてグラフにまとめ、グラフから

特徴や傾向をとらえたり考察したりする力の育成を

2018年教育の行き先

学習指導要領改訂によって
教科書どう変わる？
－算数・数学編
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図っています。また、複数のグラフを比べて似ている

ところや異なるところを見つけて、ほかの人にも分か

るように表現し、伝え合うことでさまざまな考え方が

あることに気づかせ、思考力、判断力、表現力の育成

を図っています。代表値は、これまでは中学校第１学

年で扱われていましたが、第５学年までに学習してき

た表やグラフの特徴や傾向をとらえることを利用し

て、第６学年では目的に応じたデータの収集や分類整

理、代表値の適切な選択など、一連の統計的な問題が

解決できるようになることや、結論を批判的にとらえ

て、それが妥当かどうかを考察することができるよう

になるというねらいがあります。

②メートル法の単位のしくみ

　第３学年、第４学年、第５学年で内容の追加があり

ます。これまでは第６学年で扱われていましたが、第

３学年では k( キロ ) や m( ミリ ) などの接頭語につい

て、第４学年では長さと面積の単位の関係について、

第５学年では長さと体積の単位の関係について、新た

に扱われるようになります。第３学年では長さ、重さ、

かさの単位から、単位の前には k( キロ ) や m( ミリ )

などの接頭語がついていることに気づかせ、それぞれ

が倍の関係にあることを考察して理解を深めさせるこ

とで、今後学習する単位のしくみを考えることにつな

げていくというねらいがあります。第４学年、第５学

年では、長さの単位間の関係をもとに面積や体積の単

位間の関係を考察して理解させ、面積や体積の大きさ

の感覚を育成するねらいがあります。

③簡単な場合についての割合

　これまで割合は第５学年のみで扱われていました

が、第４学年でも扱われるようになり、割合の内容が

充実します。第４学年では簡単な場合について、数量

の関係どうしを比較するために割合を用いることを学

習し、第５学年での割合の学習につなげていくねらい

があります。

④速さ

　これまで第６学年で扱われていましたが、第５学年

で扱われるようになります。速さを単位時間あたりに

移動する長さととらえて、単位量当たりの大きさとと

もに学習するため、第５学年での扱いになっていま

す。

⑤分数×整数、分数÷整数

　これまで第５学年で扱われていましたが、第６学年

で扱われるようになります。これは、分数も整数や小

数と同じように交換法則、結合法則、分配法則が成り

立つことや、乗法の性質や除法の性質が分数の乗法や

除法についても成り立つことを、理解させるねらいが

あります。

⑥素数

　これまで第５学年で扱われていましたが、中学校第

１学年で扱われるようになります。

（２）中学校数学科

　小学校算数科と同様に、基礎的な知識や技能の習

得、思考力や判断力、表現力などの育成のために、内

容の追加や指導時期の変更があります。

①データの分布

　第１学年から第３学年までのすべての学年で内容の

移動や追加があります。第１学年で扱われていた代表

値は小学校第６学年で扱われるようになり、誤差や近

似値は第３学年で扱われるようになります。第１学年

では「累積度数」という用語、第２学年で扱われてい

た統計的確率が新たに扱われるようになり、第２学年

ではこれまで高等学校で扱われていた四分位範囲や箱

ひげ図が扱われるようになります。

　中学校数学科において、第１学年では目的に応じて

データを収集し、ヒストグラムや相対度数などを用い

てデータの傾向をとらえることを学習します。また、

複数回の試行によってデータを収集することで、確率

について学習します。第２学年では、四分位範囲や箱

ひげ図から複数の集団のデータの分布をとらえて、傾

向を比較して批判的に考察して、判断する力を養うね

らいがあります。また、同様に確からしいことを利用

して、数学的に確率を求めることができる場合がある

ことを学習します。第３学年では、これまでの学習か

ら、母集団の一部分を標本として抽出する方法などか

ら母集団の傾向を読み取り、標本調査の方法や結果を

批判的に考察して表現したり、母集団の傾向を判断し

たする力を養うねらいがあります。

②自然数の素因数分解

　これまで小学校第５学年で扱われていた「素数」と

いう用語、第３学年で扱われていた自然数の素因数分
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2018年教育の行き先

スマートフォンが
子どもに与える弊害と利点 

解が、第１学年で扱われるようになります。これには、

算数で学習した倍数や約数などの整数の性質をとらえ

直させるというねらいがあります。

③反例

　第２学年の図形の学習において、「反例」という用

語を追加することで、事柄が正しくないことを示す方

法を扱うようになります。

　このように、小学校算数科、中学校数学科では、学

習内容の追加や学年間移動にともなって、教科書の内

容が変わります。また、平成 30 年度からは移行措置が

始まるので、その補助教材に注目する必要があります。

　　　　　　　　　　　　　　　（文／学林舎編集部）

　NTT ドコモは、自社が開設している特設サイト「親

のための子どもスマホ“ 必修 ”講座」内で、スマート

フォンを持つ 12〜18 歳を対象に行ったアンケート結

果を掲載しています。それによると、「スマホは勉強

に有効だと思いますか？」の問いに対して、８割以上

の子どもが、有効であるという回答であったといいま

す。本稿では、この結果を踏まえて、スマートフォン

が子どもに与える弊害と利点について考えます。

■スマートフォンの普及状況

　内閣府発表の「平成 29 年度 青少年のインターネッ

ト利用環境実態調査」によると、10〜17 歳の子ども

におけるスマートフォンの所有・利用状況は、年々増

加していることがわかります。その傾向は、特に中高

生に顕著で、中学生でスマートフォンを利用している

割合は、平成 22 年度では全体の 1.3％であったのに

対して、平成 29 年度では 58.1％でした。高校生にい

たっては、平成 22 年度では 3.8％であったのに対し

て、平成 29 年度では 95.9％となっています。

■スマートフォンが子どもに与える弊害

　これほどまでに身近なものとなったスマートフォン

が、子どもたちに与える弊害とはどのようなことが考

えられるのでしょうか。常にスマートフォンを操作し

ていないと落ち着かないスマートフォン依存症や、

SNS にみられるいじめの構造は多方面で指摘されるこ

とが多く、広く知れ渡っている問題点と言えるでしょ

う。また、東北大学のプロジェクトチームが発表した、

スマートフォンの使用と学力の相関についての研究成

果は、世の中に大きな衝撃をもって伝えられました。

東北大学の研究報告によると、スマートフォンを１日

に使用する時間が長くなるにつれて、被験者（中学生）

が受けた数学の試験結果も悪くなるというものでし

た。例えば、１日の学習時間が 30 分未満の子どもの

成績を、スマートフォンの使用時間の有無によって比

較してみると、スマートフォンを所有していない子ど

もの平均点が約 61 点であったのに対して、３時間以

上使用している子どもの平均点は 50 点以下と、10 点

以上の差が生じたそうです。スマートフォンの使用時

間が与える学力への影響については、依然として不明

点もあるそうですが、この報告の中では、スマートフォ

ンの使用によって勉強時間や睡眠時間が少なくなった

ことで成績が落ちているわけではないとまとめられて

います。このことからも、スマートフォンとの適切な

関わり方を考える必要があると言えるでしょう。学習

効果があると思って、スマートフォンを使用するほ

ど、学習効果は失われていくというのは、何とも皮肉

なことだといわざるを得ません。

■スマートフォンが子どもに与える利点

　これまで述べてきた弊害の一方で、スマートフォン

の使用によって手にしている利便性は、何ものにも代

え難いものです。現代人は、インターネットを介した

検索機能によって、知りたい情報を欲しい瞬間に手に

入れられるわけですが、このことの意味をつきつめて

いくと、インターネットの普及によって得た特筆すべ

き利点に思い当たります。それは、誰にでも平等に開

かれた“知”というものです。

　一昔前であれば、図書館で専門書にあたらなければ

わからなかったような専門性の高い内容であっても、

今では、インターネットを活用することである程度の

ところまで知ることができるようになりました。この

ことは、「インターネットから手に入れられる情報と

の関わり方」という問題をはらんでいるものの、興味

や関心をもつ限り、どのような知の分野であっても、

素人でありながら必要な情報を集めることができるこ

と、ひいては、（素人では簡単には知り得ないという

意味で）閉鎖的であった“ 知 ”が開放された時代であ

るといえるでしょう。（文／学林舎編集部）
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　2020 年から、小学校でプログラミング教育が必修

化されます。プログラミングといわれると、コンピュ

ータを動かすためのプログラムを書けるようになるこ

と、と思われがちですが、小学校で行われるプログラ

ミング教育は、このプログラミング言語を習うことで

はありません。では一体何を学ぶのかをみていきまし

ょう。

　近年、「第 4 次産業革命」とも表現されるような、

人工知能（AI）が進化してさまざまな仕事を行ったり、

ものごとがインターネットを通して最適化されたりす

る新しい社会がやってくると考えられています。この

新しい社会の中で子どもたちに求められることは、新

しい何かではなく、これまでにも重視されてきた読解

力や問題解決能力などを、きちんと発揮できることで

す。また、情報化が進んだ社会では、読解力をさらに

発展させた情報活用能力を身につけ、論理的・創造的

に思考していく必要があります。

この思考の過程で、情報を活用するためにコンピュー

タはなくてはならないものです。コンピュータは、た

くさんの情報を収集したり整理したりするのに向いて

います。子どもたちに求められることは、このように

便利なものが、どういうしくみで動いているのかを理

解し、コンピュータに必要な指示を出せるようになる

ことです。

　ですので、小学校では、まず子どもたちが、身近な

ところでコンピュータが活用されていること、何か問

題を解決するには手順を踏んでコンピュータを使う必

要があることに気づき、さらに自分がやりたいことを

するにはどのように進めればよいのかを、論理的に考

えられるようにすることが目標とされます。このよう

に、作業の手順や組み合わせを論理的に考えられるよ

うになる学びを得る教育を、プログラミング教育とよ

んでいます。プログラミング教育で得た論理的思考力

は、将来どのような職業に就こうとも、その職業がこ

れまでにない新しい職業であろうとも、普遍的に求め

られる力だと考えられています。

　このように論理的思考力を身につけるためのプログ

ラミングですが、必修化するといっても新しく教科と

してつくられるわけではありません。算数や理科とい

った今ある教科や総合的な学習の時間において、各教

科の学びの中で行われる教育です。例えば、理科で電

気を学ぶときに、電気製品はプログラムに従って動い

ていることを実験などで体験し、その便利さを理解し、

どのように指示を出せば正しく動くのかを考えて、順

序立てて指示を出すといった形で学びます。これは、

個人が黙々とコンピュータに向かって作業をするので

はなく、「主体的・対話的で深い学び」を実現するた

めに他者と協働する必要がありますし、抽象的な内容

を学ぶのではなく、子どもの生活や体験と結びついた

内容にする必要があります。また、楽しかったという

感想だけで終わらないように、学習成果も考える必要

があります。

　現在、各小学校でこのような形でのプログラミング

教育が行えるように準備が進められています。ICT の

環境の整備が進められ、教員の養成や研修も行われて

います。質の高いプログラミング教育を提供するため

には、小学校だけでなく社会との連携や協働が必要で

す。しかし、プログラミング教育とは何かということ

については、現在まだ周知が進んでいない実態もあり

ます。2020 年にかけて、文部科学省をはじめ各教育

機関でも、教材の準備などが進められていくでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　（文／学林舎編集部）

2018年教育の行き先

プログラミング教育で
何が変わる
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　今年のプロ野球はメジャーリーグに挑戦している二

刀流大谷翔平選手の話題でもちきりです。開幕から投

打での活躍、特に 3 試合連続ホームランや 7 回途中ま

でパーフェクトピッチングと、まさに日本の二刀流が

野球の本場アメリカで大暴れしています。シーズンは

まだ始まったばかりですが、オープン戦で得た経験が

本番でしっかり活かされています。

　広い国土のアメリカを転戦する過酷な環境で、スラ

ンプもあるでしょうが、これからも素晴らしい活躍を

期待します。

　さて、日本のプロ野球では大谷選手の高校（花巻東

高校）の先輩で、昨年パリーグの最多勝利と最優秀防

御率の二冠を達成した、西武ライオンズの菊池雄星選

手が、次のメジャーリーグの目玉と目されています。

日本球界ナンバーワン左腕には、すでに獲得に向けて

動いている MLB 球団もあります。

　その菊池選手は大の読書家として知られています。

毎週 3 冊は本を読むのだそうです。多い日には一日に

本を 5 冊読んだこともあるのだとか。時間があれば一

日中書店で過ごすことも苦にはならないそうです。所

属する西武ライオンズはパリーグのチームです。北は

北海道の日本ハムファイターズ、南は福岡のソフトバ

ンクホークスと、試合の遠征で移動距離は長いのです

が、その時間は読書に持ってこいといえるのかもしれ

ません。菊池選手の活躍の秘訣は読書にあるといえる

かもしれません。

　菊池選手がなぜ読書をするのか、その理由は、“ 野

球しか知らない人間にはなりたくない ”のだそうで

す。そして自分の周りにある、自分の知らないことに

対し、“なせ”という疑問が沸き起こり、その“なぜ”

をほったらかしにしたくない・解き明かしたい“ 欲 ”

が沸いてくるのだそうです。その“ なぜ ”の答えを見

出す一つの方法が、本を読むことなのだそうです。

　菊池選手は野球以外の分野の人と話すとき、その人

の考えや生き方を理解するために、自分も幅広い知識

や教養を身につけておくことが必要と考え、そのため

に読書はとても重要になる、とのこと。野球だけでな

く色々なことに関心を持ち、幅広く知識や教養を身に

つけることは、人間力を育むこと・人間的な成長に欠

かすことができません。

　近年大学生の読書量が激減し、一日の読書 0 時間が

50％以上いるといわれています。アメリカの大学なら

電話帳のような分厚い専門書を年間に 4～ 500 冊読破

しなければいけない、といわれています。アメリカで

は図書館が 24 時間開いている大学も少なくありませ

ん。そして自習室は学生であふれかえっています。

　近年日本の大学の世界的なランキングで評価が下が

り、大学生の質の低下も叫ばれています。大学生にな

ってからできることには限りがありますので、子ども

のころからの読書の習慣を身につけておくことがとて

も重要になります。子どもが読書をしたい、という意

欲がないと、読書習慣が定着することはありません。

キーワードは菊池選手の言葉、“ なぜ ”という疑問を

常に持ち、その“なぜ”を解き明かしたいという“欲”

が沸き起こるような環境を作ること、それは親や教師

など大人の役割になっていきます。

　スポーツも上手になるのは常に“ うまくなりた

い！”という“ 欲 ”が重要です。読書も“ 知りたい ”

という“ 欲 ”が沸き起こるように、大人がうまく導い

てあげるようにしましょう。（つづく）
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